
 
 

 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

 

 

国公立大…１１人，  早慶上理…１０人 

GMARCH…５３人 ※いずれも合格者数の延べ数で，3 月 17 日現在の数字です。 

（2020 年度 国公立大…５人，早慶上理…１０人，GMARCH…４３人） 

 

２年目となった共通テストは，新型コロナウイルス感染症だけでなく，トンガ海底火山噴火による津 

波の影響，さらに不正行為も発覚し，波乱の２日間となりました。また，大学入試センターが公表した 

平均点によると，数学ⅠＡ・化学・生物・日本史Ｂなど７科目がセンター試験時を通じて過去最低点と 

なりました。これを受け，多くの国公立大で必要となる７科目の受験者の得点分布は，文系型・理系型 

ともに高得点層が大きく減少し，各予備校が示す予想ボーダーラインが大幅に下がる結果となりました。 

鶴高では，３年生 423 名のうち約 17.0％の生徒が一般選抜受験に 

挑みました。この割合は年々高くなっています。 

（2019 年度卒業生 11.1％，2020 年度卒業生 14.6％） 

 今年度の本校の入試結果の特筆すべき点は２つあります。 

 １つ目は，特進コースの国公立大合格者数が飛躍的に伸びたことで 

す。34 名の特進コース在籍数に対し，国公立大合格者は 10 名であり， 

３人に１人は国公立大に合格していることになります。今回の鶴進には中期日程と後期日程の合格者数

が含まれていませんが，最終的な合格者数はさらに伸びることが見込まれています。また，現役で群馬大

医学部医学科の合格者が出たことも特進コースとしては初めてのことです。 

 ２つ目は，GMARCH の合格者数が大きく増加したことです。早慶上理，GMARCH の合格者は特進 

コースと普通コースの一般受験クラス＊の生徒からのみ出ています。今年度の３年生は，新型コロナウイ 

ルス感染症対策としての休校を経験し，多くの学校行事や部活動が思うようにできなかった学年ですが， 

自分の進路を見失わず，早期から一般選抜入試に向けて努力を続けてきました。 

合格を勝ち取った生徒に共通していたことは，「学校を頼って学習する姿勢」をもっていたことです。 

教科担当の先生に英作文や論述問題の添削を依頼する，小論文の指導を受ける，面接の練習をしてもら 

う，学校の自習室や図書館・ゼミ６の赤本を活用する，個人面談で併願校の検討を十分におこなう，一 

般選抜を受けるクラス仲間と Zoom を活用して自習する…こうした姿が多くみられました。「受験は団 

体戦」とよく言われますが，まさに一丸となって大きな壁を乗り越えた先に，希望の進路をつかみ取る 

ことができました。 

 次のグラフは，過去３年間の３月中旬における各大学群の合格数の推移を示したものです。国公立大

と GMARCH の合格者数が伸びていることと，早慶上理 ICU 合格が安定的に出ていることがわかりま

す。この結果は，１・２年生で一般選抜をめざす生徒たちの大きな励みになっていると思われます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ＊普通コースの一般受験クラスは，令和 3 年度入学生まで設置予定であるが，希望人数によっては開設されない。 

先日の修業式で，「昨年度 4 月に実施した基礎学力テストの試験問題の残部を配布します」とア

ナウンスしたところ，当日中にほぼ無くなりました。君たちの意識の高さがうかがえました。 

さて，新しい教科書や副教材も手元に揃ったこの時期，生徒はもちろんのこと，先生たちにとって

も新たな「令和４年度」が始まる，２度目の新年を迎える心境ではないでしょうか。しかし，そんなワ

クワク感だけでなく，誰もが不安感を抱えていると思います。この不安を払拭するには，目の前のや

るべきことを確実にこなしていくしかありません。新３年生には４月早々に「進路希望調査」を実施し

ます。これは最終学年の始めにあたり，自分自身に対しての《第一志望宣言》となります。卒業した

３年生の中にも卒業式後までがんばって希望進路を勝ち得た人が複数います。希望進路達成への

道筋は十人十色。進路指導部は次年度も引き続き，君たちの後方支援をしていきます。 

一般選抜入試総括 

進路指導部主任より 

    
日大鶴ヶ丘高校進路通信 

一 般 選 抜 結 果 特 別 号   

―innovation― 



 

 

 

３月１２日（土）に Zoom によるオンライン配信の形式で報告会が開かれました。 

３年生の発表スライド内容を一部ご紹介します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

   

 

１・２年生のみなさん，目標をかなえるためには，早期から取り組むことがとても大切です。そこで， 

「何を」「どのように」進めていくかをまとめました。今日からやってみましょう！ 

 

自律した学習ができるようになる！ 

①「時間」と「場所」のルーティンを確立する。 

学習環境を曜日ごとに「時間」と「場所」ごとに考えてみよう。基本的なルーティンを４月中 

に確立。自宅でも学習が進められるよう，部屋から不必要なものを取り除くこともオススメ。 

  ②「学習開始」の習慣をつくる。 

勉強を始めればやる気が出てくる，と考える。「机についたらまず数学を１問解く」など， 

自分に適した仕組みをつくろう。最低 60 分，できれば 90 分連続して学習するために， 

スマホの電源を切る，耳栓をするなどして，学習の妨げになるものを排除してみよう。 

  ③ルール設定と振り返りを繰り返し，自分の行動を習慣化する。 

まずは型を決めて１週間やってみよう。週ごとに必ず振り返りをして，実行できなかった部分 

を見直し，改善策を考えよう。そのために手帳などに１日の取り組みを記録しよう。 

振り返りは具体的にすることが重要。「気合いを入れ直す」ではなく，「毎朝６時に起きて１時間 

勉強する。そのために 23 時には寝る」などのマイルールを考えてみよう。 

 

 

 

自分の成績の管理ができるようになる！ 

①模試などの素点を重要視し，失点の分析をする。 

模試の志望校判定や偏差値に一喜一憂せずに，なぜ失点したのかを分析し，改善策を考え 

よう。入試は総合点勝負。苦手科目を克服してこそ，得意科目を活かすことができる。 

  ②勉強の「質・量・到達時期」の基準を知ろう。 

      「いつまでに，どのレベルまで高めるべきか」を，過去の合格者の成績から見てみよう。 

模試の個票で参照できる場合があるが，わからなかったら進路担当の先生に聞いてみよう。 

 

一般選抜合格者報告会より 

 

● 基礎固めは早めに終わらせる！ 

・主要科目の基礎を早めに固めると，他教科・他科目に費やす時間を確保できる 

・スタディサプリを見て苦手を克服した 

・教科書をとにかく読み倒した 

・学校指定の問題集をとにかく使った 

 

● 勉強をする習慣をつくる！ 

・スランプ中も勉強をやめない 

・スキマ時間をうまく使い，電車の中でやることなどを固定する 

 

● 計画を立てる！ 

・スケジュールを立てて記録する 

・部活との両立はできる。部活を最後まで続けたことをまったく後悔していない 

 

 ＜ 先輩たちからのメッセージ ＞ 

★ 強い気持ちをもつ。 

★ 受験はひとりではできない。周囲に感謝する。 

★ 自分の夢のために勉強する。勉強は目的ではなく手段。 

★ 試験当日に一番勇気をくれるのは，努力をしてきた自分。やる時はやる， 

やらない時はやらない，メリハリをつけてがんばって。 

★ ダメな自分も，がんばっている自分も認めてあげる。 

１・２年生向け 進路目標の実現に向けて始めよう！ 

 

学習編 

 

成績編 

 



令和４年度入試　一般選抜合格者数

大学名 合格者数 大学名 合格者数 大学名 合格者数

群馬大 1 東京学芸大 1 高碕経済大 1
埼玉大 1 横浜国立大 2 東京都立大 1
千葉大 1 信州大 2 諏訪東京理科大 1

大学名 合格者数 大学名 合格者数 大学名 合格者数

東京福祉大 １ 上智大 ２ 東京農業大 ５
埼玉医科大 １ 昭和大 １ 東京理科大 ２
東京国際大 ２ 昭和女子大 ４ 東邦大 １
獨協大 ２ 女子栄養大 １ 日本赤十字看護大 １
文教大 １ 白百合女子大 １ 日本大 ９４
神田外語大 １ 成蹊大 ５ 日本女子大 １
淑徳大 １ 成城大 ４ 法政大 １２
帝京平成大 １ 専修大 ３ 武蔵野大 １
青山学院大 ５ 拓殖大 ２ 武蔵野美術大 ２
桜美林大 １ 多摩大 １ 明治大 １３
大妻女子大 １ 玉川大 １ 明星大 ５
学習院大 ３ 多摩美術大 １ 立教大 ７
北里大 １ 中央大 １３ 早稲田大 ４
杏林大 ４ 帝京大 ６ 麻布大 ２
工学院大 ２ 東海大 ２ 神奈川大 １
國學院大 ２ 東京医療保健大 ３ 神奈川工科大 ３
駒澤大 ３ 東京工科大 ５ 関西外国語大 １
産業能率大 １ 東京工芸大 １
芝浦工業大 ４ 東京都市大 ２
※総合型選抜，学校推薦型選抜（指定校推薦，付属推薦含む），補欠合格を除いて集計 令和４年３月１７日現在

国公立大学

私立大学
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